


国分寺でのペンシルロケット水平発射実験

日本初のロケット発射実験用ロケット「ペンシルロケット」

【日本の宇宙開発発祥の地
顕彰碑】
　水平発射実験をした場所は今、早
稲田実業学校になっている。その正
門前広場に顕彰碑が建てられ、その
下には、松本零士氏デザインのタイ
ムカプセルが埋められている。中に
は JAXA 主催ペンシルロケット
50 周年記念事業で募集した「未来
のロケット」のイラスト、水平発射
再現実験に使用されたペンシルロ
ケット１機が入っていて、ペンシル
ロケット 100 周年になる 2055 年
４月吉日に開けられる予定だ。

ペンシルロケットの発射の様子
を調べるため、ハイスピードカ
メラでも撮影された。
画像 : JAXA

【ペンシルロケットの実験風景】　画像 : JAXA/ISAS
ロケットが飛ぶ経路には、細い針金（導線）をはった紙が
一定の間隔でならべられた。ペンシルロケットが、次々に
紙に穴をあけながら飛ぶと、導線が切れて電気が流れなく
なる。それぞれの紙の導線が切れた時間差を計測すること
で、ロケットの速度変化がわかるしくみ。また、紙にでき
た穴の位置や形で、ロケットの飛行の様子を調べることが
できた。

【ペンシルロケット】
長さ 23cm、直径 18mm の単段式。
この他に、長さ 300mmや 2段式の
ものも作られて、打ち上げられた。
画像 : JAXA

【ノーズコーン】
鉄やジュラルミン、
真鍮など、素材を変
えて、ロケットの重
心の位置を変えて飛
行データを取った。

【点火薬】
黒色火薬。推進薬を点火
させる役目。点火玉とも
呼ばれた。

【推進薬】
無煙火薬。長さ123mm。
重さ 13g。燃焼時間は
0.15 秒。長さを半分にし
たものでも実験をして、
飛行データをとった。

【尾翼部】
アルミ合金製。尾
翼の取り付けの角
度を変えて実験を
して、飛行データ
をとった。

【導火線】
点火装置のスイッチを入れると電流が流れて、
点火薬を発火させる。

　当時、糸川博士が手に入れる
ことができた推進薬（火薬）の
サ イ ズ に 合 わ せ て、全 長
23cm、直径 1.8cm の小さ
なロケットが生まれ、いつの間
にか「ペンシルロケット」と呼
ばれるようになった。小さいの
で、計測機器をのせることはで
きなかったが、実際に飛ばすこ
とで、ロケットの速度や加速度
を調べることができた。

　国分寺での実験は、1955 年 4 月 12 日
から23日まで、合計29機が発射された。
　宇宙に向かって打ち上げるロケットを観
測するためにはレーダーが必要だったが、
当時は使うことができなかったので、ペン
シルロケットを水平に発射して、その飛行
の様子を調べた。

【胴体】
両端がねじになって
いて、ノーズコーン
や尾翼部を取り外す
ことができる。


